
第
三
節

気
候
と
気
候
景
観

一

気
候
の
特
徴

日
本
海
型
気
候

区
の
勝
山
町

北
部
九
州
の
瀬
戸
内
海
側
の
内
陸
部
に
位
置
す
る
勝

山
町
は
、
福
岡
管
区
気
象
台
（
一
九
九
〇
）
の
気
候

区
分
に
よ
れ
ば
、
九
州
地
方
の
日
本
海
型
気
候
区
に
相
当
す
る
と
さ
れ

る
。
瀬
戸
内
海
に
近
い
勝
山
町
が
日
本
海
型
気
候
区
に
区
分
さ
れ
て
い
る

の
は
少
し
意
外
に
思
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
九
州
北
部
沿
岸
の
伊
万
里
市
付

近
か
ら
福
岡
市
、
北
九
州
市
を
経
て
大
分
県
の
中
津
市
に
至
る
地
域
は
、

冬
型
の
気
圧
配
置
で
雲
が
立
ち
込
め
る
た
め
、
日
本
海
型
気
候
区
と
し
て

一
括
さ
れ
る
。
た
だ
し
本
州
地
域
の
日
本
海
型
の
気
候
区
と
異
な
り
、
年

間
を
通
し
て
梅
雨
期
の
降
水
量
が
非
常
に
多
い
点
が
特
異
な
点
で
あ
る
。

こ
の
気
候
区
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
、
年
平
均
気
温
が
一
五
〜
一
六
℃

で
あ
る
が
、
一
月
の
平
均
気
温
が
六
℃
以
下
で
九
州
沿
岸
部
で
は
他
の
気

候
区
よ
り
寒
い
こ
と
、
年
間
降
水
量
は
一
七
〇
〇
	
前
後
で
九
州
で
は
比

較
的
少
雨
で
あ
る
が
、
大
分
県
東
部
の
内
海
型
気
候
区
よ
り
は
多
雨
で
あ

る
こ
と
、
冬
に
曇
天
が
多
く
強
い
北
西
風
が
吹
く
こ
と
等
の
特
徴
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
る
。
勝
山
町
西
部
の
貫
山
地
や
福
智
山
地
は
瀬
戸
内
海
側

の
気
候
と
日
本
海
側
の
気
候
と
を
明
瞭
に
区
分
し
得
る
よ
う
な
地
形
的
な

気
候
境
界
を
な
す
ほ
ど
の
高
度
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

気
温
と
降
水
量
分
布
傾
向
か
ら
、
勝
山
町
付
近
の
年
間
平
均
気
温
は
一

五
℃
程
度
、
年
間
降
水
量
は
二
〇
〇
〇
	
程
度
に
な
る
も
の
と
判
断
さ
れ

る
。
冬
に
も
あ
る
程
度
の
降
水
量
が
認
め
ら
れ
る
が
、
西
部
の
山
地
域
を

除
け
ば
、
冬
型
の
気
圧
配
置
で
積
雪
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
瀬
戸
内
型
の
気
候
に
漸
移
す
る
場
所
と
し
て
の
特
徴
も
認
め
ら
れ

る
。ア

メ
ダ
ス
資
料
に
よ
る
勝

山
町
周
辺
の
気
候
の
特
徴

勝
山
町
の
気
候
に
つ
い
て
は
、
気
象
庁
の

ア
メ
ダ
ス
（A

M
eD
A
S
:

地
域
気
象
観
測

シ
ス
テ
ム
）
の
観
測
点
が
町
内
に
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
詳
細
は

明
瞭
で
は
な
い
が
、
隣
接
す
る
行
橋
市
福
富
に
位
置
す
る
ア
メ
ダ
ス
観
測

点
の
資
料
で
、
お
よ
そ
の
傾
向
は
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
行
橋
の
ア
メ
ダ

ス
観
測
デ
ー
タ
か
ら
一
九
八
三
年
か
ら
一
九
九
〇
年
を
見
る
と
、
日
最
低

気
温
が
〇
℃
未
満
と
な
る
「
冬
日
」
は
年
間
二
四
〜
六
四
日
、
年
間
最
低

気
温
は
氷
点
下
三
・
九
〜
氷
点
下
五
・
九
℃
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
期
間

の
日
最
高
気
温
が
三
〇
℃
以
上
と
な
る
「
夏
日
」
は
一
六
〜
六
〇
日
、
日

最
低
気
温
が
二
五
℃
以
上
と
な
る
「
熱
帯
夜
」
は
〇
〜
一
四
日
、
年
間
最

高
気
温
は
三
二
・
四
〜
三
四
・
七
℃
で
あ
っ
た
。
年
間
日
降
水
量
の
最
高

は
、
八
六
〜
二
一
〇
	
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
値
は
、
勝
山
町
周
辺
の
通

常
の
気
候
変
動
の
幅
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
結
果
か
ら
、
勝
山
町
で
は
「
冬
日
」
は
十
二
月
初
め
か
ら
三
月
下

旬
ま
で
に
出
現
し
、
北
部
九
州
と
し
て
は
比
較
的
厳
し
い
長
い
冬
を
持
つ

こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、「
夏
日
」
は
六
〜
九
月
に
出
現
す
る
が
主
に
梅
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雨
明
け
後
の
七
〜
八
月
に
出
現
し
て
い
る
。
ま
た
「
熱
帯
夜
」
と
な
る
日

は
少
な
く
、
寝
苦
し
い
夜
は
少
な
く
て
、
比
較
的
過
ご
し
や
す
い
夏
が
多

い
こ
と
が
わ
か
る
。

一
九
七
六
年
に
観
測
を
開
始
し
た
行
橋
ア
メ
ダ
ス
の
資
料
で
は
、
観
測

の
最
低
気
温
は
一
九
九
七
年
二
月
の
氷
点
下
八
・
一
℃
、
最
高
気
温
は
一

九
九
四
年
七
月
の
三
六
・
五
℃
で
あ
る
。
日
降
水
量
の
最
大
は
一
九
七
六

年
六
月
三
十
日
の
二
三
〇
	
で
あ
る
。
観
測
開
始
以
来
日
降
水
量
が
二
〇

〇
	
を
超
え
た
の
は
四
回
に
過
ぎ
な
い
。
最
大
風
速
の
記
録
は
、
一
九
九

九
年
に
秒
速
一
七
㍍
が
最
大
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
極
値
は
、
周
辺

観
測
点
に
比
べ
る
と
小
さ
な
値
で
あ
り
、
勝
山
町
周
辺
が
大
き
な
山
地
に

囲
ま
れ
た
盆
地
と
し
て
、
穏
や
か
な
気
候
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。季

節
の
変
化
と

気
候
の
変
化

勝
山
町
周
辺
の
季
節
変
化
を
気
象
デ
ー
タ
か
ら
検
討

す
る
た
め
に
、
行
橋
の
ア
メ
ダ
ス
資
料
か
ら
、
一
九

九
四
年
の
一
年
間
、
ほ
ぼ
五
日
ご
と
に
集
計
し
た
降
水
量
と
平
均
気
温
の

平
均
値
の
動
き
を
示
し
た
（
図
１
―
５
）。
こ
の
図
は
五
日
平
均
の
平
均

気
温
や
降
水
量
を
採
り
、
こ
れ
ら
の
指
標
が
大
き
く
変
動
す
る
時
期
を
境

と
し
て
季
節
の
区
分
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
年
の
冬
は
三
月
末
に
終
わ
り
、
梅
雨
は
六
月
末
に
は
明
け
て
お

り
、
夏
が
九
月
上
旬
ま
で
続
き
、
初
冬
が
十
一
月
末
に
来
て
い
る
。
雨
の

降
り
方
を
見
る
と
、
こ
の
年
は
早
春
か
ら
梅
雨
期
に
か
け
て
の
時
期
に
降

水
量
が
多
く
、
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
少
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
例
外
的

な
年
も
あ
る
が
、
一
般
に
こ
の
地
域
は
春
か
ら
梅
雨
期
に
降
水
量
が
多

く
、
秋
の
降
水
量
は
少
な
い
の
が
特
徴
で
、
特
に
「
秋
雨
期
」
が
ほ
と
ん

ど
現
れ
な
い
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
年
の
よ
う
に
夏
に
乾
燥
す

る
と
渇
水
に
な
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

こ
の
よ
う
な
季
節
区
分
を
一
九
八
三
年
か
ら
二
〇
〇
二
年
ま
で
の
二
〇

年
間
実
施
し
て
、
冬
の
日
数
（
初
冬
を
含
む
）
と
夏
の
日
数
（
初
夏
と
梅

雨
は
含
ま
な
い
）
を
集
計
し
、
図
１
―
６
ａ
に
そ
の
経
年
変
化
を
示
し

た
。
冬
の
日
数
は
こ
の
二
〇
年
間
一
二
〇
〜
一
五
〇
日
程
度
、
夏
の
日
数

は
四
〇
〜
七
〇
日
程
度
の
間
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
勝
山
町

周
辺
は
夏
の
期
間
に
比
べ
る
と
冬
の
期
間
が
ほ
ぼ
二
倍
程
度
に
な
る
。
厳

し
い
冬
と
案
外
短
い
夏
の
間
の
春
と
秋
は
、
気
温
の
変
化
が
思
い
の
ほ
か

厳
し
い
。
こ
の
二
〇
年
間
の
冬
の
平
均
気
温
変
化
を
見
る
と
（
図
１
―
６

ｂ
）
一
九
八
三
年
は
六
・
四
℃
程
度
で
あ
っ
た
も
の
が
二
〇
〇
二
年
に
は

七
・
六
℃
程
度
ま
で
次
第
に
上
昇
し
て
お
り
、
温
暖
化
の
傾
向
が
明
瞭
に

認
め
ら
れ
る
。

勝
山
町
内
の
気
温
分
布

勝
山
町
内
の
気
候
的
な
差
異
が
ど
の
程
度
に

生
じ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、

二
〇
〇
三
年
八
月
十
二
日
に
町
内
及
び
周
辺
地
域
の
気
象
観
測
を
行
っ

た
。
図
１
―
７
は
、
午
後
一
時
五
五
分
の
気
温
の
観
測
結
果
を
気
温
分
布

図
と
し
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
三
台
の
温
度
計
を
利
用
し
た
移

動
観
測
結
果
を
補
正
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
高
度
に
よ
る
気
温
補
正
は
加

え
て
い
な
い
。
な
お
こ
の
日
は
午
前
中
曇
天
で
あ
っ
た
が
午
後
か
ら
は
晴
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図１―５ 季節ごとの気温と降水量の年間グラフ

図１―６ａ 季節別日数の経年変化（夏・冬）
（行橋アメダス観測点の資料から作成）
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平均気温（℃） 
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図１―６ｂ 冬の平均気温の経年変化
（行橋アメダス観測点の資料による）

図１―７ 勝山町の夏の気温分布図
（２００３年８月１２日午後１時５５分）
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天
と
な
っ
た
。

当
日
の
気
温
分
布
を
見
る
と
、
全
体
と
し
て
東
側
の
行
橋
か
ら
周
防
灘

方
面
の
気
温
が
高
く
、
勝
山
町
西
部
の
山
地
に
か
け
て
気
温
が
漸
減
す
る

傾
向
が
認
め
ら
れ
た
。
夏
の
午
後
の
気
温
の
上
昇
す
る
時
間
帯
で
あ
る

う
み
か
ぜ

が
、
海
風
に
運
ば
れ
る
よ
う
に
高
温
域
が
内
陸
へ
と
侵
入
し
て
き
て
い

る
。
し
か
し
、
観
音
山
塊
背
後
の
長
川
か
ら
岩
熊
周
辺
の
低
地
と
菩
提
付

近
に
は
二
八
℃
の
等
温
線
で
囲
ま
れ
た
高
温
域
が
明
瞭
に
認
め
ら
れ
た
。

勝
山
町
西
部
は
、
大
久
保
付
近
の
丘
陵
か
ら
観
音
山
塊
に
囲
ま
れ
た
小
盆

地
を
形
成
し
て
お
り
、
盆
地
中
心
部
特
有
の
昼
の
高
温
域
が
現
れ
て
い

る
。
ま
た
、
北
西
部
山
地
は
高
度
の
影
響
と
森
林
の
効
果
で
盆
地
内
部
よ

り
二
〜
三
℃
気
温
が
低
い
。

気
温
分
布
か
ら
見
る
と
、
勝
山
町
東
部
は
周
防
灘
ま
で
一
続
き
の
気
塊

と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
観
音
山
塊
か
ら
大
久
保
付
近
の
丘
陵
を
境

に
、
西
部
は
盆
地
気
候
の
性
格
を
有
し
て
い
る
。
両
者
の
気
温
差
は
真
夏

の
日
中
で
一
度
程
度
で
あ
る
が
、
冬
の
最
低
気
温
で
は
西
部
が
低
温
、
東

部
が
や
や
高
く
な
り
、
そ
の
差
は
夏
よ
り
大
き
い
と
予
想
さ
れ
る
。
町
内

で
は
観
音
山
が
微
気
候
の
境
界
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
な

お
、
降
水
量
は
西
部
の
山
沿
い
で
大
き
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。

二

気
候
景
観
と
し
て
の
た
め
池

勝
山
町
の
た
め
池
分
布

勝
山
町
の
農
業
は
水
田
稲
作
が
中
心
で
あ

る
。
長
峡
川
や
初
代
川
（
下
田
川
）
沿
い
の

沖
積
低
地
一
帯
に
水
田
地
帯
が
広
が
る
ほ
か
、
黒
田
や
大
久
保
周
辺
の
低

位
段
丘
や
阿
蘇
四
火
砕
流
台
地
な
ど
の
低
い
台
地
も
水
田
が
広
が
っ
て
い

る
。
通
常
は
畑
地
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
台
地
で
水
田
耕
作
を

可
能
に
し
て
い
る
の
は
、
灌
漑
用
水
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
た
め
勝
山
町
に
は
お
よ
そ
七
〇
個
所
の
た
め
池
が
設
置
さ
れ
、
た
め

池
密
度
は
周
辺
市
町
村
に
比
べ
て
も
大
き
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
た

め
池
は
田
植
え
時
期
の
水
の
確
保
や
渇
水
期
の
灌
漑
用
水
と
し
て
の
機
能

を
果
た
し
て
お
り
、
灌
漑
用
水
路
や
深
井
戸
な
ど
に
よ
る
灌
漑
の
整
備
さ

れ
た
現
在
で
も
、
補
助
的
機
能
を
な
お
有
し
て
い
る
。
勝
山
町
の
水
田
と

た
め
池
の
組
み
合
わ
せ
は
、
西
南
日
本
一
帯
で
降
水
量
の
年
変
化
の
比
較

的
大
き
い
地
域
の
典
型
的
な
気
候
景
観
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

勝
山
町
の
主
な
た
め
池
の
分
布
を
図
１
―
８
ａ
に
示
す
。
た
め
池
は
土

石
流
の
発
生
す
る
よ
う
な
山
間
部
に
は
ほ
と
ん
ど
分
布
せ
ず
、
山
地
か
ら

低
地
へ
と
移
行
す
る
扇
状
地
部
分
よ
り
下
流
域
に
位
置
す
る
。
ま
た
長
峡

川
や
下
田
川
な
ど
の
流
量
の
多
い
主
要
な
河
川
沿
岸
で
は
、
井
堰
な
ど
の

灌
漑
が
発
達
す
る
た
め
た
め
池
は
分
布
し
な
い
。
勝
山
町
の
場
合
に
は
、

た
め
池
の
造
ら
れ
た
場
所
は
地
形
条
件
か
ら
次
の
よ
う
に
分
け
ら
れ
た
。

①
丘
陵
地
の
間
の
谷
底
低
地
を
堰
き
止
め
た
た
め
池
（
池
田
の
加
廊
戸

池
・
大
久
保
の
大
古
野
池
な
ど
）。
②
丘
陵
状
の
地
形
を
持
つ
中
位
段
丘
の

背
後
の
谷
を
堰
き
止
め
た
た
め
池
（
中
黒
田
の
二
又
池
や
五
位
ノ
木
池
な

ど
）。
③
阿
蘇
四
火
砕
流
台
地
や
低
位
段
丘
面
を
浅
く
刻
む
谷
を
堰
き
止

め
た
た
め
池
（
黒
田
の
南
ヶ
迫
池
や
上
久
保
の
原
田
上
池
な
ど
）。
④
山
地
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